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アクションプランの策定にあたって

１ アクションプラン策定の背景

●北陸新幹線金沢開業時には、官民が連携して取り組むアクションプランとして「STEP21」を

2009 年３月に策定した。

●プラン策定後においては、STEP21 の３つの柱である「おもてなしの向上」、「食文化の魅力向

上」、「歴史・景観を活かした地域づくり」に沿って、官民を挙げて開業準備に取り組んだ。

●こうした取組みの結果、開業１年目の北陸新幹線の利用者が約９２６万人と開業前の在来線

特急と比べ約３倍となり、開業２年目、３年目も約２．７倍を維持していることなどをはじ

めとして、大きな効果が多方面に発現し、持続している。

２ アクションプラン策定の趣旨

●本県にとって「北陸新幹線県内全線開業」は、「第二の開業」であり、単なる交通手段の一

延伸に止まらず、「南加賀地域をはじめとする石川県の、まだまだ隠された素晴らしい魅力」

を、「全国に改めて発信」し、「より一層の人を呼び込む」ことで、県内全域の振興を図る絶

好のチャンスである。

●このチャンスを活かすためには、金沢開業時に掲げた３つの柱を継承しつつ、まずは、南加

賀地域を中心とする各地域の資源の発掘や磨き上げをしっかり行う必要がある。その上で、

社会情勢の変化にきちんと対応しながら、様々な形で、国内外にその魅力を発信することで、

「第二の開業」と呼ぶにふさわしい効果を生み出していくことが重要であり、このような観

点から、アクションプランを策定する。

【アクションプランの策定に当たって踏まえる視点】

○現状

・金沢開業により想定を超える効果・想定外の効果が発現し維持されている。

【想定超】新幹線利⽤者、観光客、外国⼈旅⾏者の増 等
【想定外】東北からの観光客、レール＆クルーズの定着、県外企業の進出、

⼦育て世代の移住の増 等

・県内全線開業及び新たな開業駅の全国的認知度が低い。

○県内全線開業を取り巻く状況

【県内全線開業による環境変化】

・南加賀地域に新幹線駅ができ、首都圏が直通で結ばれる。

・関西圏、中京圏との時間距離が短縮される。

・北陸三県で新幹線が開業する。

・小松・羽田便と北陸新幹線がより競合する。

１

【南加賀地域の特色】

・温泉地が集積、白山麓の豊かな自然、木場潟周辺からの美しい眺望景観

・ものづくり産業が集積、伝統工芸が盛ん 等

【近年の社会情勢】

・国を挙げた観光立国施策の推進による全国的な外国人観光客の急増

・スマートフォンの普及等、ＩＣＴの急速な発達 等



アクションプランの策定にあたって

３ アクションプランのポイント

Ⅰ 地域資源の発掘・磨き上げによる魅力や満足度の向上

３つの柱に沿って、延伸地域をはじめ、各地域の特色を活かした受け地の地域資源の

発掘・磨き上げに取り組む。

おもてなしの向上

旅行者の満足感を高める魅力ある観光地づくり

・伝統⼯芸、ものづくり産業等を活⽤した体験型観光プログラムの開発、旅⾏商品化

食文化の魅力向上

１ 食文化の魅力を堪能できる機会の充実

・本県の⾷の魅⼒を活かした誘客拡⼤

２ 県産食材の魅力拡大による「いしかわ」ならではの味覚づくり

・本県の特⾊ある農林⽔産物のブランド価値の向上

歴史・景観を活かした地域づくり

１ 「いしかわ」の優れた歴史・景観の磨き上げ

・温泉地を含む街並みなどの観光資源、⽩⼭眺望などの景観資源の保全と魅⼒向上
・⺠間と連携した⾥⼭再⽣のための⽊場潟公園東園地の整備促進
・⾦沢城公園⿏多⾨・⿏多⾨橋の復元整備、⼆の丸御殿の調査、国⽴⼯芸館の移転整備
・⾦沢港の機能強化整備、レール&クルーズの定着

２ 歴史・景観の魅力に触れる機会の充実

・歴史的な回遊ルートの形成

Ⅱ 国内観光客向けの PR・情報発信の強化

延伸による新たな強み（関西圏、中京圏との時間距離の短縮、北陸三県で新幹線が開業）

を活かし、戦略的なＰＲ・情報発信に取り組む。

本県を核とした広域周遊観光を促進するための効果的なプロモーションの強化

・関⻄圏、中京圏等でのＰＲ強化
・北陸三県等の連携による広域周遊観光の促進（北陸デスティネーションキャンペーンの実施）

Ⅲ 国外観光客向けの対応の充実

国の海外誘客の取組み、東京オリンピック・パラリンピック、大阪万博等、開業前後の

大規模イベントの開催を見据え、国外観光客向けの対応の充実を図る。

１ 外国人観光客の受け入れ環境の充実

・キャッシュレス対応の促進

ポイント

ポイント

ポイント

２

２ 東京オリンピック・パラリンピック開催とその後を見据えた情報発信

・新たなゴールデンルートの定着
・⼩松・⾹港便等、国際定期路線を活⽤した周遊観光の促進

Ⅳ 開業効果の多方面への波及、交流基盤づくり

開業効果の多方面への波及、開業効果を下支えする交流基盤の整備に取り組む。

１ 開業効果の多方面への波及

・戦略的な企業誘致の推進
・Ｕターン就職の推進
・移住・定住の促進

２ 魅力ある交流基盤づくり

・「ダブルラダー輝きの美知（みち）」構想の推進（国道８号、のと⾥⼭海道の４⾞線化、加賀海浜産業道路等の
整備促進）

・敦賀延伸開業を⾒据えた⼩松空港の活性化

ポイント



アクションプランの施策体系
Ⅰ　地域資源の発掘・磨き上げによる魅力や満足度の向上

(1) 旅行トレンドを踏まえた、地域の観光魅力の発掘・磨き上げ、旅行商品化の促進
(2) 開業効果を県内全域に波及させるための広域周遊観光の推進

(3) コンベンションや教育旅行の誘致促進

(4) 観光客の声を活かしたおもてなしの向上
(5) おもてなし人材の育成・充実
(6) 高齢者や障害者の方々等、全ての人たちが安心して観光を満喫できる環境整備

(1) 地域にふさわしい食文化の創出
(2) 食文化の魅力発信と誘客拡大
(3) 伝統文化を活用した食事環境の創出

(1) 特色ある県産食材のより一層のブランド化の推進
(2) 県産食材の生産拡大と活用推進

(1) 白山眺望や里山里海の風景等、豊かな景観の魅力向上
(2) 歴史・文化の魅力向上
(3) 金沢港の機能強化整備及びレール＆クルーズの定着に向けた需要喚起
(4) 地域の強みを活かした里山里海の振興
(5) 魅力ある地域づくりの推進

(1) 歴史・文化の観光資源としての活用
(2) 景観の魅力が体感できる機会の創出

Ⅱ　国内観光客向けのPR・情報発信の強化

(1) ＪＲや隣県等と連携した誘客キャンペーンの戦略的展開
(2) 三大都市圏等でのＰＲの充実
(3) 旅行トレンドを踏まえた各種媒体を活用したきめ細かな情報発信の戦略的展開

Ⅲ　国外観光客向けの対応の充実

(1) 本県の認知度向上に向けた取組みの推進
(2) 外国人旅行者のニーズに応じた誘客の推進

Ⅳ　開業効果の多方面への波及、交流基盤づくり

(1) 石川への人の流れの創出
(2) 本県産業の成長・発展に向けた新製品開発・販路開拓による新規需要の創出
(3) 戦略的な企業誘致の推進

(1) 陸上交通網の充実
(2) 二次交通アクセスと機能の充実
(3) 敦賀延伸開業を見据えた小松空港の活性化
(4) 金沢港の機能強化整備

　旅行者の満足感を高める魅力あ
る観光地づくり
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食文化の魅力
向上
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しかわ」ならではの味覚づくり
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開催とその後を見据えた情報発信

(1) キャッシュレス対応の充実等、快適に旅行できる環境の整備
(2) 本県の「本物」の歴史・文化を体験できる機会の充実

歴史・景観を
活かした地域
づくり

２　歴史・景観の魅力に触れる機会
の充実

１　「いしかわ」の優れた歴史・景観
の磨き上げ
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　本県を核とした広域周遊観光を促
進するための効果的なプロモーショ
ンの強化

 ３



施策の概要
Ⅰ 地域資源の発掘・磨き上げによる魅力や満足度の向上

おもてなしの向上

２０２３年春の県内全線開業に向け、新幹線が延伸する南加賀地域をはじめとした県内

全域での観光資源の磨き上げと新たな魅力の創出を図り、観光客の満足度を高める「おも

てなし」を充実させることにより、「石川」に一度だけでなく、繰り返し訪れる「石川ファ

ン」を増やす。

旅行者の満足感を高める魅力ある観光地づくり

伝統工芸やものづくり産業の集積といった「石川らしさ」を活用し、新たな観光素材の発掘、磨

き上げの強化を図る。

また、観光客の声を県全体のおもてなしの向上に活かすとともに、次代の石川の観光産業を担う

人材の育成等に取り組む。

(1) 旅行トレンドを踏まえた、地域の観光魅力の発掘・磨き上げ、旅行商品化の促進

■伝統工芸、ものづくり産業の集積といった

地域の特色を活かした体験型観光プログ

ラムの開発、旅行商品化に戦略的に取り組

む。

・「いしかわ旅⾏商品プロモーション会議」によ

る県内各地域の観光素材の発掘・磨き上げ、旅

⾏商品化

・「いしかわの体験型観光検討会議」による検討

を踏まえた、各地の体験素材等をストーリーで

つなぐ旅⾏商品の造成

(2) 開業効果を県内全域に波及させるための広域周遊観光の推進

■加賀・能登・金沢、それぞれのエリアにお

ける魅力アップのための広域イベント等

を展開・支援する。

・2023 年に加賀⽴国 1200 年を迎えることも踏
まえた「加賀の國」広域イベントの充実

・「能登ふるさと博」の充実
・ゲートウェイとなる⾦沢において新たな魅⼒を
創出するイベントの実施

・郵便局と連携した⾵景印スタンプラリーの拡⼤
能登町・あばれ祭り

九⾕焼

４

■加賀・能登エリアへの周遊型観光の旅行商

品化を促進する。

・「いしかわ旅⾏商品プロモーション会議」等で

提案した観光素材を活⽤した、加賀・能登エリ

アの旅⾏商品づくりへの⽀援

(3) コンベンションや教育旅行の誘致促進

■「石川県コンベンション誘致推進事業補助

金」制度を活用し、金沢コンベンションビ

ューローと連携して戦略的なコンベンシ

ョンの誘致を図る。

■アフターコンベンションとして、本県の誇

る歴史や伝統文化等を活かした魅力ある

旅行プランを提案し、参加者の県内観光を

促進する。

■三大都市圏等からの教育旅行の誘致を促

進するとともに、受け入れ体制の強化を図

る。

・東⽇本誘客推進室や⻄⽇本誘客推進室を拠点と

した積極的な誘致活動の展開

・宿泊施設での受け⼊れ研修の実施

・⼤⼿旅⾏会社担当者の招聘による教育プログラ

ムの充実

(4) 観光客の声を活かしたおもてなしの向上

■アンケート調査により収集した観光客の

声を、関係事業者に提供することで速やか

な改善を図るとともに、観光業界全体で共

有することで、県全体のおもてなしの向上

を図る。

・お客様の声を活かすおもてなし向上事業の実施

・観光案内所等におけるきめ細かな機能・サービ

スの充実

教育旅⾏・能登の⺠泊

コンベンション

⽯川県⾦沢観光情報センター



Ⅰ 地域資源の発掘・磨き上げによる魅力や満足度の向上

おもてなしの向上

(5) おもてなし人材の育成・充実

■次代の石川の観光産業を担う人材の育

成・充実に取り組む。

・いしかわ観光創造塾の開催

■県民や企業、各種団体を対象とした研修会

を開催し、県民のおもてなし意識向上を図

る。

・観光おもてなし講座の開催

■観光案内所職員のスキルアップ、観光ボラ

ンティアガイドの育成に取り組む。

(6) 高齢者や障害者の方々等、全ての人たちが安心して観光を満喫できる環境整備

■ユニバーサルツーリズムを推進する。

いしかわ観光創造塾

Ⅰ 地域資源の発掘・磨き上げによる魅力や満足度の向上

食文化の魅力向上

５

「食」は観光客を惹き付ける重要な要素であることから、県産食材のさらなるブランド

価値向上や地域に根差した「食」の認知度向上を図り、食の魅力に厚みを持たせるととも

に、国内外への発信を戦略的に展開し、誘客の拡大を図る。

さらに、本県の豊かな食の拡大や、歴史と伝統に裏打ちされた本県の食の総合力に磨き

をかける取組みを進める。

１ 食文化の魅力を堪能できる機会の充実

地域に根差した「食」の認知度向上を図るほか、本県の豊かな食や食文化を活用した旅行商品を

造成するなど、旅行者の食に対するニーズの受け皿を充実させるとともに、それらを積極的にＰＲ

することにより、誘客の拡大や満足度の向上を図る。

(1) 地域にふさわしい食文化の創出

■地域ならではの「食」ブランドの周知・定

着を促進する。

・海⼥採り⿂介類のブランド化推進

・能登丼、⽩⼭百膳等の周知・定着

・いしかわ⾷のてんこもりフェスタの開催

・「いしかわジビエ」の認知度向上、販路開拓の

促進

■地域ならではの食材を活用した製品開

発・販路開拓を支援する。

・いしかわ中⼩企業チャレンジ⽀援ファンドを活

⽤した商品開発の⽀援

・流通産業との連携による県産⾷材を活⽤した商

品づくり

・⾷品産業等と連携した新たな加⼯技術の確⽴・

普及

・６次産業化に向けたビジネスプランの作成やノ

ウハウ取得⽀援

輪島の海⼥漁

ファンドを活⽤した商品化事例



Ⅰ 地域資源の発掘・磨き上げによる魅力や満足度の向上

食文化の魅力向上

(2) 食文化の魅力発信と誘客拡大

■本県の食の魅力を活かした誘客の拡大を

図る。

・ふぐやカニ、地酒等、地域の「⾷」ブランドを

活⽤した誘客の取組み⽀援

・「いしかわ旅⾏商品プロモーション会議」によ

る県内各地域の観光素材の発掘・磨き上げ、旅

⾏商品化

・いしかわスイーツ博の開催、いしかわ⾷のてん

こもりフェスタの開催等

■本県の豊かな食材、器としての伝統工芸等、

歴史と伝統に裏打ちされた食文化の総合

力を国内外で戦略的に発信する。

・アンテナショップでの魅⼒発信の強化

・海外での⾷⽂化提案会等での魅⼒発信

(3) 伝統文化を活用した食事環境の創出

■器や宿泊施設の調度品等への伝統的工芸

品の活用を促進し、本県の食文化を堪能で

きる場の充実を図る。

・伝統的⼯芸品の開発⽀援

シドニーでの⾷⽂化提案会

⾷を活かした誘客キャンペーン

輪島塗

６

２ 県産食材の魅力拡大による「いしかわ」ならではの味覚づくり

本県の特色ある県産食材について、プレミアム規格の新設によるブランド価値の向上や、意欲あ

る産地のブランド化支援等、質の向上を図るとともに、生産量や品目を拡大する取組みを、戦略的

に推進する。

(1) 特色ある県産食材のより一層のブランド化の推進

■ルビーロマンや能登牛等、本県の特色ある

農林水産物のさらなるブランド価値の向

上を図る。

・プレミアム規格の新設、⾸都圏でのトップセー

ルス等

■意欲ある産地のブランド化等の取組みを

支援する。

・特別栽培農産物認証制度・いしかわＧＡＰの普

及推進、知的財産制度の活⽤

■他産地との差別化を図る石川オリジナル

品種の開発と定着を促進する。

(2) 県産食材の生産拡大と活用推進

■商品化率の向上を図るとともに、市場ニー

ズに対応した技術開発を推進する。

・能登とり⾙安定⽣産⽀援システム、ルビーロマ

ン鮮度保持技術等

特別栽培農産物認証マーク

⾸都圏でのトップセールス

能登とり⾙



Ⅰ 地域資源の発掘・磨き上げによる魅力や満足度の向上

食文化の魅力向上

■生産拡大に向けた取組みを支援する。

・農業機械・施設の導⼊⽀援

■特色ある県産食材が堪能できる機会の充

実を図る。

・地産地消交流会の開催による料理店での活⽤促

進

・奥能登直⾏便・中能登直⾏便の実施

■県産食材の魅力を首都圏等に発信し、販路

の拡大を図る。

・いしかわ百万⽯マルシェの開催、いしかわ⾷の

親善⼤使の活⽤

いしかわ⾷の親善⼤使

いしかわ百万⽯マルシェ

Ⅰ 地域資源の発掘・磨き上げによる魅力や満足度の向上

歴史・景観を活かした地域づくり

７

先人たちが築き上げてきた質の高い歴史・文化や豊かな自然景観、文化的景観は、本県

の魅力の礎であり、県内全線開業に向け、これらのさらなる磨き上げに取り組み、「本物」

の魅力を涵養するとともに、その魅力を堪能できる環境を整える。

１ 「いしかわ」の優れた歴史・景観の磨き上げ

温泉地を含む歴史的な街並みや、白山眺望、里山里海の風景等、多彩な地域資源の保全・創出を

図るとともに、金沢城公園や東京国立近代美術館工芸館等、歴史・文化の発信拠点の整備を着実に

進め、本県の歴史・景観のさらなる磨き上げを図る。

また、世界農業遺産「能登の里山里海」等の地域の強みを生かしたスローツーリズムの推進等、

里山里海の振興を図る。

(1) 白山眺望や里山里海の風景等、豊かな景観の魅力向上

■温泉地を含む街並み、白山眺望や里山里海

の風景等、多彩な地域資源の保全・創出を

推進する。

・温泉地の魅⼒向上

・新幹線沿線における景観の保全と新幹線の⾞窓

から望む景観の魅⼒発信

・⺠間と連携した⾥⼭再⽣のための⽊場潟公園東

園地の整備促進

・全国唯⼀である⾞で⾛⾏可能な千⾥浜海岸の砂

浜の保全及び観光資源としてのさらなる活⽤

■観光資源としての「みちの価値」を高める

とともに、能登・金沢・加賀各地域を巡る

回遊性を向上する。

・観光地等での無電柱化を核とした街並み景観の

形成

・観光周遊道路における周辺景観に調和した防護

柵の設置

・魅⼒ある⾃転⾞通⾏環境の整備

・外国⼈観光客を含め、誰もがわかりやすい道路

案内・交通情報の提供

・道の駅等の休憩施設の機能拡充
無電柱化を核とした街並み景観の形成（⼭中温泉ゆげ街道）

⽊場潟から望む⽩⼭眺望

千⾥浜なぎさドライブウェイ



Ⅰ 地域資源の発掘・磨き上げによる魅力や満足度の向上

歴史・景観を活かした地域づくり

■地域が取り組む沿道の景観対策や道路美

化活動等のまちづくりを推進する。

・地元のまちづくり協議会等との協働による、沿
道の街並みと⼀体となった道路整備の推進

・地域住⺠・企業と連携した沿道の飾花・美化活
動の推進

(2) 歴史・文化の魅力向上

■歴史・文化を堪能できる施設の整備を進め

る。

・史実を尊重した本物志向での⾦沢城公園の復元
整備の促進（⿏多⾨・⿏多⾨橋の復元整備、⼆
の丸御殿の調査）

・⽇本海側初の国⽴美術館となる東京国⽴近代美
術館⼯芸館の移転整備の推進

・能登歴史公園の整備促進

■本県の優れた伝統芸能・伝統工芸を次代に

継承し、さらなる発展につなげる。

・能楽、⽇本舞踊等、伝統芸能の担い⼿の技能を

磨く場の確保や保存団体の活動⽀援

・伝統的⼯芸品の販路開拓や新分野進出⽀援、伝

統⼯芸の次代を担う若⼿後継者の育成

■有形・無形文化財や民俗文化財等の歴史的

文化遺産の発掘や、その適切な保存、継承

を進める。

・⽂化財指定の促進
・重要伝統的建造物群保存地区の選定の促進
・重要無形⺠俗⽂化財「輪島の海⼥漁の技術」等
の維持・継承

・⽂化財の保存・修復技術の継承

東京国⽴近代美術館⼯芸館 ⾦沢城公園 ⿏多⾨橋

⾦沢城公園 ⿏多⾨

⻘柏祭の曳⼭⾏事

重要伝統的建造物群保存地区（⽩⼭市⽩峰）

地域住⺠・企業と連携した沿道の飾花・美化活動

８

■日本遺産、いしかわ歴史遺産等本県の魅力

を伝える歴史的なストーリーを発信する。

・⽇本遺産の「能登のキリコ祭り」、「⼩松の⽯

⽂化」、「北前船寄港地・船主集落」等の歴史

的⽂化遺産の魅⼒発信

・いしかわ歴史遺産の認定・発信

(3) 金沢港の機能強化整備及びレール＆クルーズの定着に向けた需要喚起

■金沢港の機能強化整備を促進する。

・⾦沢港クルーズターミナル、港内道路、駐⾞場、

緑地の整備

■金沢港を発着地とするクルーズ船の定着

に向け、レール＆クルーズの需要喚起を図

る。

・三⼤都市圏でのＰＲ強化

■横浜港等、他港とも連携し、クルーズ船の

戦略的な誘致を進める。

⼩松の⽯⽂化（⽯切り場）

北前船寄港地・船主集落（橋⽴）

⾦沢港クルーズターミナル

⾦沢港と横浜港の連携協定締結（2018年 11 ⽉）



Ⅰ 地域資源の発掘・磨き上げによる魅力や満足度の向上

歴史・景観を活かした地域づくり

(4) 地域の強みを活かした里山里海の振興

■世界農業遺産「能登の里山里海」をはじめ

とする多様な地域資源を活用した生業づ

くりの支援と魅力発信に取り組む。

・世界農業遺産「能登の⾥⼭⾥海」の魅⼒発信

・⾥⼭振興ファンドによる⽣業の創出⽀援

・⺠間と連携した⾥⼭再⽣のための⽊場潟公園東

園地の整備促進

■スローツーリズムの取組み等により、人を

呼び込む農山漁村づくりを推進する。

・サポートデスクによる農家⺠宿の開業相談から

経営指導までの⼀貫⽀援

・モデル的な取組みや新たな滞在メニュー開発へ

の⽀援

■里山里海の保全活動への参画を促進し、取

組み拡大を支援する。

・いしかわ版⾥⼭づくりＩＳＯの推進、いしかわ

グリーンウェイブの実施

(5)魅力ある地域づくりの推進

■地域に誇りと愛着を持ち、自主的・主体的

に行う地域づくり活動の核となる担い手

の育成を進める。

・地域づくり⼈材を育成するための研修の実施

■地域づくり団体のネットワークづくりを

推進する。

・地域づくり団体の交流機会の提供、先進的な地

域づくり活動を⾏っている個⼈や団体の紹介

⽀援

■専門家の助言による地域づくり活動への

支援を推進する。

地域づくり⼈材育成研修

スローツーリズム

能登の⾥⼭⾥海

⾥⼭保全活動

９

２ 歴史・景観の魅力に触れる機会の充実

多彩な伝統工芸や芸能、祭り等の本県の豊富な歴史・文化資源や、新幹線沿線の眺望を含む豊か

な景観資源を積極的に活用し、それらを活かしたイベントや旅行商品を充実させることにより、歴

史・景観の魅力に触れる機会の充実を図る。

(1) 歴史・文化の観光資源としての活用

■工芸、芸能、祭り、食等、石川の豊かで質

の高い「本物」の文化の魅力を国内外に発

信し、誘客を促進する。

・歴史的な回遊ルートの形成

・⾸都圏アンテナショップや⼤規模イベント等に

おける伝統⼯芸や⾷⽂化、祭り等のＰＲの実施

・国際⼯芸サミットの開催による本県伝統的⼯芸

品の魅⼒発信

・「いしかわ・⾦沢 ⾵と緑の楽都⾳楽祭」の開

催

■石川の優れた文化の魅力を活かしたテー

マ性の高い旅行商品の造成を推進する。

・⽇本遺産の「能登のキリコ祭り」、「⼩松の⽯

⽂化」、「北前船寄港地・船主集落」等の歴史

的⽂化遺産を活⽤した旅⾏商品の造成推進

■四季折々の金沢城公園、玉泉院丸庭園、兼

六園の夜の魅力が堪能できるイベントを

開催し、金沢城の魅力を発信する。

・「⾦沢城・兼六園四季物語」の展開

■能楽や邦楽、茶屋文化等、石川ならではの

伝統芸能のイベント開催等により、交流人

口の拡大に取り組む。

・観能の⼣べ、⾦沢芸妓の舞の開催

定例能（能楽堂）

⾦沢城・兼六園四季物語

歴史的な回遊ルート（尾⼭神社）



Ⅰ 地域資源の発掘・磨き上げによる魅力や満足度の向上

歴史・景観を活かした地域づくり

(2) 景観の魅力が体感できる機会の創出

■魅力ある景観を活用し、観光誘客の拡大を

図る。

・新幹線沿線における景観の保全と新幹線の⾞窓

から望む景観の魅⼒発信

・⽩⽶千枚⽥「あぜのきらめき」、⽩⼭⽩川郷ホ

ワイトロードウォーク、⽩⼭⼀⾥野イルミネー

ションの実施

・⾥⼭⾥海の魅⼒を体感できるサイクリング環境

の整備と利活⽤の促進

・全国唯⼀である⾞で⾛⾏可能な千⾥浜海岸の砂

浜の保全及び観光資源としてのさらなる活⽤

あぜのきらめき（⽩⽶千枚⽥）

サイクリング環境の整備

Ⅱ 国内観光客向けのＰＲ・情報発信の強化

10

北陸新幹線が敦賀まで延伸することにより、北陸三県で新幹線が開業することや、県内

に新たに２つの新幹線駅ができ首都圏と直通で結ばれること、関西圏、中京圏との時間距

離が短縮されること等を活かし、国内誘客の拡大を図る。

本県を核とした広域周遊観光を促進するための効果的なプロモーシ

ョンの強化

北陸新幹線県内全線開業により、北陸三県で新幹線が開業すること等を踏まえ、北陸三県やＪＲ

と連携して、広域周遊観光に取り組むとともに、首都圏に加え、関西圏、中京圏でのＰＲを充実さ

せ、誘客の拡大を図る。

また、ＩＣＴ等を活用し、旅行トレンドを踏まえたきめ細かな情報発信を展開する。

(1) ＪＲや隣県等と連携した誘客キャンペーンの戦略的展開

■ＪＲと北陸三県が連携した北陸エリアで

の広域周遊観光を促進するためのキャン

ペーンを実施する。

・四季折々の観光魅⼒を最⼤限活かした通年キャ

ンペーンの実施（「⽇本の美は北陸にあり。」

キャンペーン、ジャパニーズビューティー北陸

キャンペーン）

・北陸デスティネーションキャンペーンの実施

■北陸新幹線沿線県等と連携し周遊観光を

促進するためのキャンペーンを実施する。

・各県との相互の観光情報の発信（観光案内所で

の観光パンフレットの相互配架、観光プロモー

ションの共同実施等）

・⽩⼭⽩川郷ホワイトロードの利活⽤の促進

・環⽩⼭広域観光推進協議会、加賀越前広域観光

推進協議会による観光プロモーション

ジャパニーズビューティー北陸キャンペーン
（2018 年度）

左 プラチナルート⽩⼭周遊キャンペーン（2018 年度）

右 越前加賀じゃらん（2018 年度版）



Ⅱ 国内観光向けのＰＲ・情報発信の強化

■交通事業者等と連携したターゲットを絞

った誘客キャンペーンを実施する

・マイカー利⽤者向けのキャンペーンの実施（⼤

⼿⾃動⾞販売会社や中⽇本⾼速と連携した中

京圏からの誘客キャンペーン、ＪＡＦと連携し

た関⻄、中京圏からの誘客キャンペーン）

・⼤⼿旅⾏会社と連携した関⻄、中京圏からの団

体旅⾏誘致キャンペーンの実施

(2) 三大都市圏等でのＰＲの充実

■首都圏に加え、関西圏、中京圏でのＰＲを

強化するとともに、金沢開業により交流が

拡大した東北地方でのＰＲ等を実施する。

・⼤規模イベント等への出展

・百貨店での「いしかわ百万⽯物語展」の開催

・⼤⼿企業本社等での「いしかわ百万⽯物語展」

の開催

・ＪＲや⼤⼿私鉄グループと連携した誘客プロモ

ーション

・ＪＲや⽇本郵便と連携した東北地⽅での情報発

信

■観光ＰＲマスコットキャラクター「ひゃく

まんさん」を活用したＰＲを強化する。

・マスメディア、ホームページ、イベント等を通

じた情報発信の強化

(3) 旅行トレンドを踏まえた各種媒体を活用したきめ細かな情報発信の戦略的展開

■ＳＮＳや旅行予約サイト等、急速に利用が

拡大しているＩＣＴ等を活用し効果的な

情報発信に取り組む。

・ＳＮＳ広告による誘客プロモーション

・県内イベントでのインスタグラム投稿キャンペ

ーン

ひゃくまんさん

⼤⼿⾃動⾞販売会社と連携したキャンペーン（名古屋）

SNSでの情報発信

SNSでの情報発信

いしかわ百万⽯物語展 阪急うめだ

11

■観光客のニーズや嗜好に応じて情報を絞

った、きめ細かな観光ガイドブックを作成

する。

・初めて本県を訪れる観光客向けガイドブック

「ちょっと⽯川」、リピーター向けガイドブッ

ク「もっと⽯川」等、⽬的を絞った観光ガイド

ブックの作成

■石川にゆかりの深い人や石川ファンを通

じた口コミによる情報発信に取り組む。

・⽯川県観光⼤使、いしかわ観光特使・県⼈会会

員等による情報発信

ちょっと⽯川、もっと⽯川



Ⅲ 国外観光客向けの対応の充実

国をあげた観光立国施策の推進により外国人観光客が急増し、県内全線開業前後には、

第３２回オリンピック競技大会（２０２０／東京）・東京２０２０パラリンピック競技大会をはじ

め、大規模な国際イベントが相次いで開催されることを踏まえ、国外観光客向けの対応の充実を図

る。

１ 外国人観光客の受け入れ環境の充実

外国人観光客が快適に旅行できる体制を整え、本県の「本物」の歴史・文化を堪能できる環境を

充実させることにより、訪日外国人に選ばれる観光地づくりを推進する。

(1) キャッシュレス対応の充実等、快適に旅行できる環境の整備

■アンケート調査の実施と、その結果を踏ま

えた受け入れ環境の充実を図る。

・キャッシュレス対応の促進

・無線ＬＡＮの充実

・飲⾷店メニュー等の多⾔語化の促進

・外国⼈向けガイドサービスの充実

・外国⼈の多様な⾷嗜好への対応の充実

■おもてなしの向上のための人材育成を図

る。

・外国⼈観光案内所の拡充及び連携強化（定期的

な情報交換会、研修の実施等）

・通訳ガイド研修（通訳案内⼠、地域ガイド、ボ

ランティアガイド）

■外国人旅行者の県内における周遊観光を

促進する。

・外国⼈旅⾏者向けドライブマップの作成等レン

タカー利⽤による周遊観光の促進

■災害発生時の安全確保を図る。

・国が作成する緊急時の初動対応マニュアルの周

知徹底

通訳案内⼠による観光案内

外国語メニュー作成サイト
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(2) 本県の「本物」の歴史・文化を体験できる機会の充実

■本県の伝統文化に気軽に触れることがで

きる機会の充実を図る。

・外国⼈向け伝統芸能鑑賞ガイドシステム導⼊事

業の実施（能、茶屋⽂化）等

■海外 MICE の誘致を促進する。

・東京都と連携した海外MICE の誘致強化（MICE

⾒本市への出展、キーマンの招聘）

・特別感のある会場施設（ユニークべニュー）の

提案充実

２ 東京オリンピック・パラリンピック開催とその後を見据えた情

報発信

第３２回オリンピック競技大会（２０２０／東京）・東京２０２０パラリンピック競技大会をは

じめ、県内全線開業前後に相次いで開催される大規模な国際イベントを見据え、海外において本県

の認知度向上に向けた戦略的なＰＲ活動を展開し、北陸新幹線沿線自治体等との連携による新たな

ゴールデンルートの定着を図ることにより、本県へ誘客拡大を図る。

(1) 本県の認知度向上に向けた戦略的な取組みの推進

■現地での積極的なＰＲ活動を実施する。

・海外旅⾏博覧会出展、海外メディア・ブロガー
の招聘（SNSの活⽤）、観光セミナー開催等

■本県のネットワークを活用したＰＲ活動

を実施する。

・県の海外事務所、⽯川県観光親善⼤使、留学⽣、
海外県⼈会、県海外進出企業等のネットワーク
を有効活⽤した情報発信

■多言語による情報発信ツールの内容を充

実させ、本県の奥深い魅力を広く海外に発

信する。

・多⾔語によるホームページ、パンフレットの充
実

・世界最⼤の動画サイト「YouTube」を活⽤した
本県の魅⼒発信

海外旅⾏博への出展

外国⼈向け伝統芸能鑑賞システム



Ⅲ 国外観光客向けの対応の充実

(2) 外国人旅行者のニーズに応じた誘客の推進

■北陸新幹線等、充実した交通インフラを活

用し、広域連携により周遊観光を促進する。

・北陸新幹線沿線⾃治体等の広域連携による新た
なゴールデンルートの定着

・ＪＲ等の周遊パス（北陸アーチパス、⾼⼭北陸
エリア周遊きっぷ、昇⿓道フリーバスきっぷ、
関⻄北陸エリアパス等）を活⽤した誘客プロモ
ーションの実施

・⼩松・⾹港便等、⼩松空港（国際線、⽻⽥乗り
継ぎ、チャーター便）を活⽤した誘客促進

■各国の市場動向に応じた戦略的な取組み

を推進する。

・各国市場に精通した観光レップ・観光特使等の
活⽤

・エリア別の取組み
＜ 東 ア ジ ア ＞

⼩松定期便を活⽤した誘客、昇⿓道ルー
トのＰＲによる訪⽇リピーターの誘客強化
及びレンタカーの利⽤促進による県内全域
への誘客の促進

＜東南アジア＞
北陸新幹線を利⽤する新ゴールデンルー

トや昇⿓道ルートのＰＲによる訪⽇リピー
ターの誘客強化

＜欧州・⽶国＞
北陸新幹線を利⽤する新ゴールデンルー

トの定着、及び⾼い経済効果が期待できる
海外ＭＩＣＥの誘致や富裕層誘客の促進

＜オセアニア＞
北陸新幹線を利⽤する新ゴールデンルー

トの定着、⾼い経済効果が期待できる海外
ＭＩＣＥの誘致や富裕層誘客及び冬のアフ
タースキー客の取り込み

■海外富裕層の誘客を推進する。

・京都市等と連携した海外富裕層の誘客強化（富
裕層⾒本市への出展、旅⾏会社の招聘等）

昇⿓道

Ⅳ 開業効果の多方面への波及、交流基盤づくり
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１ 開業効果の多方面への波及

(1)石川への人の流れの創出

■県外大学に進学した学生のＵターン就職

を促進する。

・県外に進学した学⽣に対する、本県企業の魅⼒

や本県の⽣活環境等の情報発信の強化

・三⼤都市圏における本県企業の魅⼒発信セミナ

ーや合同企業説明会の開催

・「いしかわ就職・定住総合サポートセンター」

及び「いしかわ移住UI ターン相談センター（東

京・⼤阪）」を活⽤した求職者と県内企業との

⼀元的なマッチング

■県外からの移住・定住を促進する。

・移住希望者に対する本県の魅⼒を含めた移住に

関する情報発信の実施

・「いしかわ就職・定住総合サポートセンター」

及び「いしかわ移住UI ターン相談センター（東

京・⼤阪）」を活⽤した求職者と県内企業との

⼀元的なマッチング

・移住希望者が地域の魅⼒に触れ合える機会の充

実

・地域が移住者を受け⼊れるための環境整備・意

識醸成

・企業の本社機能の⽴地促進や次世代産業の創出

等を通じた魅⼒ある雇⽤の場の創出

・「いしかわ就職・定住総合サポートセンター」

と連携したＵＩターン希望者の移住就農の促

進

(2) 本県産業の成長・発展に向けた新製品開発・販路開拓による新規需要の創出

■豊富な地域資源を活かした新製品の開発

を支援する。

・いしかわ中⼩企業チャレンジ⽀援ファンドによ

る新技術・新製品開発⽀援

ＩＬＡＣ⼤阪

求職者の相談⾵景



Ⅳ 開業効果の多方面への波及、交流基盤づくり

■新たな顧客の獲得に向けた受注・販路開拓

を支援する。

・⼤⼿企業との技術提案型商談会や受注懇談会の

開催

・⽯川ブランド製品認定制度を活⽤した販路開拓

⽀援

(3) 戦略的な企業誘致の推進

■本県の立地環境の優位性を活かし、本社機

能の誘致を含めた戦略的な企業誘致を推

進する。

・本社機能に特化した⽴地助成制度等も活⽤した、

本社機能の移転・拡充の推進

・誘致企業へのきめ細やかなフォローアップの展

開、さらなる拠点化の促進

２ 魅力ある交流基盤づくり

(1) 陸上交通網の充実

■開業効果の最大化に向け、北陸新幹線の利

便性向上を国等へ働きかける。

■能越自動車道等の高規格幹線道路の整備

を促進する。

■「ダブルラダー輝きの美知（みち）」構想

を推進する。

・時間距離の短縮による県⼟の⼀体化の推進

・陸・海・空の交流拠点との連携強化

・隣県や三⼤都市圏との広域交流圏の形成

・能登・⾦沢・加賀各地域を巡る回遊性の向上

（国道８号、のと⾥⼭海道の４⾞線化、加賀海浜

産業道路の整備促進等）

「ダブルラダー輝きの美知（みち）」構想

技術提案型商談会

戦略的な企業誘致
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(2) 二次交通アクセスと機能の充実

■関係機関と連携し、公共交通の利便性向上

と利用促進を図る。

・キャンバス、観光ガイドタクシーの利便性確保

・並⾏在来線の安定的な経営・運⾏と利便性確保

■観光列車（ＪＲ七尾線「花嫁のれん」、の

と鉄道「のと里山里海号」）を活用した観

光誘客に取り組む。

・観光列⾞を活⽤した旅⾏商品の造成

(3) 敦賀延伸開業を見据えた小松空港の活性化

■敦賀開業の影響を見据え、航空の強みを活

かした国内線の利用促進を図る。

・⽻⽥便利⽤旅⾏商品の造成を通じた⾸都圏利⽤

の促進

・福井県⺠の利⽤を含めた地元利⽤の促進

・⽻⽥乗継の利⽤促進を通じた新たな需要開拓

■小松空港の優位性を活かし、国際化を推進

する。

・国際定期便各路線の特⻑を活かした利⽤促進

・新幹線を利⽤した集客による利⽤者の拡⼤

・⼩松・⾹港便の安定運航に向けた取組みの推進

・新規路線誘致に向けたチャーター便の就航促進

■国際航空貨物の集積による国際物流拠点

化を推進する。

・国際貨物便の活性化に向けた新たな貨物需要の

開拓

(4) 金沢港の機能強化整備

■金沢港の機能強化整備を促進する。

・⾦沢港クルーズターミナル、港内道路、駐⾞場、

緑地の整備

のと鉄道「のと⾥⼭⾥海号」

⼩松・⾹港便（キャセイパシフィック航空）

⼩松空港
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